
一　次の――線のカタカナは漢字に直して書き、漢字はその読みをひらがなで書け。
⑴　平安時代のキゾクの文化を知る。
⑵　小学校のジドウを中学校に招待する。
⑶　リモコンのデンチを交換する。
⑷　列車がキテキを鳴らす。
⑸　思い出が走馬灯のように浮かぶ。
⑹　幽玄なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おもむき),趣)のある作品だ。
⑺　あまりの恐ろしさに生きた心地がしなかった。
⑻　読書中に睡魔にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おそ),襲)われる。
二　次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。
ミカズは中学三年生のときにガラス製品に興味を持ち、大学生になって本場のイタリアに旅行した。その後、大学でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),佐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とう),藤)さんという女性、訪れたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おきなわ),沖縄)でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆ),由)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),太)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろう),郎)さんというガラス職人に出会った。
　ミカズはさらに、いつか自分の＊１EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうぼう),工房)をかまえて、ガラス作りをしたいと言った。

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),趣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),味)じゃなく、それを＊２EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なりわい),生業)にしたい。ただし、いまのぼくじゃあ、とても無理だというのもわかっている。いろいろな場所に行って、いろんなひとにあって、もっと自分をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きた),鍛)えないと、存在感のあるものは作れない」

「また話を聞かせてください。でも、三年生になったら、おたがい、いま以上にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いそが),忙)しくなってしまうんでしょうね」

残念ながら佐藤さんの予想は当たり、ふたりはそれきりゆっくり話す機会を持てないまま、卒業の日をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むか),迎)えた。しかも式場に佐藤さんの姿はなかった。

土木工学科の学生に聞くと、佐藤EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅん),順)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),子)さんは祖父の容体が急変したため、埼玉県の実家に帰っている。自分たちも佐藤さんとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いっしょ),一緒)に卒業したかったので、残念でならないという。

十一月のはじめに、工学部の＊３ローンでＡEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はち),鉢)合わせしたとき、ミカズは大手EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),企)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょう),業)に就職することを伝えた。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おもて),表)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さん),参)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どう),道)に独身EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りょう),寮)があり、そこに入ると思うと言うと、佐藤さんは埼玉県の教員採用試験に合格したという。もっと話したかったが、こちらも急いでいたし、むこうも時間がないようだった。

①まさか、それが＊４EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほくだい),北大)のキャンパスで会う最後になるとは思ってもみなかった。

ミカズは佐藤さんに渡すつもりだった手製のティーカップとコップを木箱に納めたまま、四年間の大学生活を終えて＊５内地に戻った。

入社して四回目の春が来たとき、二十五歳のミカズは企業の研究職を続ける意欲を失っていた。新部長は一年で退き、元の部長が返りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざ),咲)いたものの、だからといって新素材の開発に展望が開けたわけではなかった。

ミカズが会社から期待されている役割は、根気のある、精度の高い実験要員でしかない。やはり、なりゆきまかせなどと、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のん),呑)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),気)なことを言っていてはいけなかったのだ。

ミカズが行きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(づま),詰)っていることは、由太郎さんにはお見通しだったのだろう。前年の年末に＊６EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たけ),竹)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とみ),富)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じま),島)を訪ねたとき、一冊のノートを渡された。秘伝ともいえるガラスと金属の配合、それに＊７EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろ),炉)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しつ),湿)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ど),度)と加熱する時間が詳しく書き記されていて、ミカズは驚いた。

「いずれ、自分なりのガラスを生みだすにしても、まずは食べていかないとね」

由太郎さんはもう友人のためにしかガラスを＊８EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),吹)いていない。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆいいつ),唯一)取引のあるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎん),銀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざ),座)の画商にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),宛)てたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),紹)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かい),介)状も渡されたが、それでもミカズはふんぎりがつかなかった。

一九九〇年代なかばの日本経済は、一時期の勢いを失いつつあった。しかし、ミカズの目に、ひとびとは相変わらず浮かれているようにしか見えなかった。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あめ),飴)色に溶けた高温のガラスに立ちむかい、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいこん),精魂)込めてコップやEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さかずき),杯)を作ったとしても、それを大切に使ってくれるひとたちの姿がイメージできない。

佐藤さんに会いたくても、実家の住所がわからない。工学部の同窓会に問い合わせればわかるのかもしれないが、こんなていたらくでは、②とても顔を合わせられない。
＊９EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんぐう),神宮)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がいえん),外苑)への深夜の散歩を唯一の気晴らしにしながら、ミカズは浮かない日々をおくっていた。もっとも、夜空を眺めるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),余)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆう),裕)はなく、パーカーのフードで顔をおおい、足元は編み上げEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐつ),靴)で固めている。初めて沖縄に行ったときに、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なは),那覇)の国際通りで買った、底の厚い、頑丈な靴で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さっぽろ),札幌)の雪にも余裕でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),耐)えた。

四月もなかばをすぎ、去年までなら、ゴールデンウィークの竹富島行きを指折り数えていた。しかし、由太郎さんにはもう甘えられない。Ｂおめおめ訪ねていって、ヰキにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はば),阻)まれたら、とても生きていられない。耳のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とが),尖)った大型のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねこ),猫)は、由太郎さんが認めたひと以外を家に寄せつけなかった。

「火事だ」と声がしたのは、独身寮の近くまで戻ってきたときだ。バチバチと音がして、裏通りの一角が急に明るくなった。

引き寄せられるように駆けてゆくと、「助けて、こどもがまだ二階に」と母親らしい女性が泣きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さけ),叫)んでいる。

燃えさかる家に飛び込んだミカズは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほのお),炎)に包まれた階段をのぼりながら、自分のからだが飴色に溶けてゆく気がした。

「ぼくは溶けてもいいけど、抱きかかえたあの子は、溶かしちゃいけないと思ったんだなあ」

意識を取り戻した病院のベッドで、ミカズは三年半ぶりに会う佐藤さんに語った。すると、＊10EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼう),滂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だ),沱)の涙が流れて、とまらなくなった。

焼け落ちてきたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かべいた),壁板)でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),肩)から背中にかけて大やけどを負ったミカズは、うつ伏せのまま泣き続けた。パーカーのフードのおかげで頭と顔は無事だったが、全治三～四ヵ月の重傷とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんだん),診断)された。履いていたのが＊11EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐん),軍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),靴)でなければ、まちがいなく両足を失っていたという。

佐藤さんは毎週土曜日の夕方、都心にある病院にやってきた。そして三～四時間をともにすごし、消灯時間の午後九時前に帰ってゆく。

深夜の火事を報じた早朝のニュース番組で、救出された男の子はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),軽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),症)だが、近くに住む会社員のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きしかわ),岸川)ミカズさんは意識不明の重体と報道されたため、佐藤さんは気が動転したという。

「おたおたしていたら、母にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しか),叱)られたんです。『なにがあっても、教員のつとめを果たしなさい。このひとだって、命がけで、ひととしてのつとめを果たしたんだから』って。それで出勤はしたんですけど、昼休みの職員室で、母からの伝言を記したメモに、『岸川さんは意識を回復したそうです』とあるのを見たとたん、③泣きくずれてしまいました」

消火活動によって負傷した民間人に対しては、行政がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),治)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りょう),療)費の全額を負担する。まさに、一命をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),賭)しての救助だったため、ミカズはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しぶ),渋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),谷)区長とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とう),東)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょう),京)都知事からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひょうしょう),表彰)された。会社からは見舞い金が支給された。さらに全国のひとびとからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),称)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さん),賛)の手紙やカンパ、それに見舞いの品が送られてきた。

ミカズは東京での苦しかった日々を佐藤さんに話した。そして母に頼んで独身寮の部屋から持ってきてもらったガラスのティーカップとコップをようやく手渡した。

ティーカップの持ち手をレンガ色にしたのは、沖縄旅行のあとに北大構内で食事をしたとき、佐藤さんが着ていたセーターがとても似合っていたからだ。そそいだお茶が自然にゆれるように、ティーカップの側面や底がゆるやかに波打っている。

高さ十センチのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あわ),淡)い青色のコップは、由太郎さんに手ほどきを受けたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうきゅう),琉球)ガラスだ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はいざい),廃材)のガラスをふつうより長い時間、高温で熱することで、混入するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),気)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほう),泡)を少なくするのが特徴で、かたちもすっきりしているが、琉球ガラス特有の温かみは失われていない。

「ミカズさん、④わたしの話を、途中でさえぎらないで、最後まで聞いてください」

病室のソファにかけた佐藤さんが、いつにも増して真剣な顔で言ったのは、七月のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げ),下)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅん),旬)だった。きのうが一学期の終業式で、きょうから夏休みに入ったという。

ミカズは起きてベッドに腰かけた。背中のやけどはかなりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),癒)えて、八月中に退院し、九月一日から職場に復帰することになっていた。

「わたしの実家のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しき),敷)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),地)に工房を建てますから、そこでティーカップやコップを作ってください。いまの会社をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),辞)めて、ガラス作家として身を立ててください」

佐藤さんは旧家の一人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むすめ),娘)で、ともに教員をしていた両親は三年前の三月三十一日にそろって定年退職した。母親は家にいるが、父親はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),請)われてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よう),幼)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),稚)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えん),園)の園長をしている。

先日、担当の医師に尋ねたところ、半日なら外出してもかまわないそうだから、一度家に来てほしい。そして庭のどこにどのくらいの大きさの建物を造るのかを、具体的に考えてほしい。

「わたしたち、いまさらふりだしから始めて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すごろく),双六)のマス目をひとつずつ進んでいく意味はないと思うの」

佐藤さんの言いたいことはよくわかった。きっと、どう言えば、ミカズを傷つけずに済むか、頭を悩ませたにちがいない。

（こんな大ケガをする前に、自分でふんぎりをつけていたら）

かなしみが胸をよぎり、背中の傷がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うず),疼)いた。すると、由太郎さんのことばが思いだされた。

「それは、運命が決めることだからよ」

会社を辞めたらとは言わないとはぐらかしたあとに、由太郎さんはそう続けたのだ。

（ようやく、⑤そのときが来たのか）

涙をこらえて大きく息を吸うと、力がみなぎった。

「たしかに、ふりだしに戻って、交際を一から始める意味はない」

立ちあがったミカズが右手を差しだすと、顔を赤らめた佐藤さんが右手を重ねた。
（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),佐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がわ),川)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みつ),光)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はる),晴)「やさしく透きとおる」による）
〔注〕＊１　工房……仕事場。
＊２　生業……職業。
　　　＊３　ローン……EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しば),芝)が植えてある庭園などの場所。
＊４　北大のキャンパス……EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほっ),北)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かい),海)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(どう),道)大学の構内。
＊５　内地……北海道や沖縄で本州などをさしていう表現。
＊６　竹富島……沖縄県にある島。
＊７　炉……ここでは、ガラスを溶かして製品を作るためのもの。
＊８　吹いていない……ガラス製品を作る技法に、溶かしたガラスに息を吹きこんで形を作るやり方がある。
＊９　神宮外苑……東京にあるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(めい),明)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じ),治)神宮の庭園。
＊10　滂沱の涙……とめどなく流れ出る涙。
＊11　軍靴……軍隊用の靴。

問一　　　線Ａ「鉢合わせ」・　　線Ｂ「おめおめ」の意味として最も適切なものをあとからそれぞれ一つずつ選び、記号で答えよ。
Ａ　鉢合わせ
ア　約束して待ち合わせること
イ　頭と頭がぶつかり合うこと
ウ　思いがけなく出会うこと
エ　将来について相談すること
オ　長い時間をともに過ごすこと
Ｂ　おめおめ
ア　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はじ),恥)とわかっていながら平気でいるかのような様子
イ　相手のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めいわく),迷惑)を考えようとしないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ずうずう),図々)しい様子
ウ　苦労や不自由をまるで知らない呑気な様子
エ　心配がなくなって心の底からゆったりした様子
オ　相手に温かく迎えられるという自信のある様子
問二　　　線①「まさか、それが北大のキャンパスで会う最後になるとは思ってもみなかった」とありますが、これがどのようなことを表しているかを説明したものとして最も適切なものを次から一つ選び、記号で答えよ。
ア　佐藤さんは三年生になったらもっと忙しくなるだろうと言っていたが、その予想がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんぺき),完璧)に当たったことに気づいて驚いたこと。
イ　卒業式に出席できない状況になったとしても、佐藤さんは自分に何らかの形で連絡してくれるべきだったと失望したこと。
ウ　ガラス作りや土木への夢を断念して就職することにしたのが気まずいので、会えなくて良かったのかもしれないということ。
エ　渡すつもりだったティーカップやコップを渡す機会は二度とないだろうと思い、彼女との交流をきっぱりとあきらめたこと。
オ　最後になるのなら、おたがいにもっとしっかりと話をするなど、少しでもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),悔)いが残らない形にしたかったと残念だったこと。
問三　　　線②「とても顔を合わせられない」とありますが、これはどのような気持ちを表したものですか。〈顔を合わせられない理由〉とともに三十字以上四十字以内で説明せよ。
問四　　　線③「泣きくずれてしまいました」とありますが、このときの佐藤さんの気持ちを説明したものとして最も適切なものを次から一つ選び、記号で答えよ。
ア　自分がお見舞いに行かないうちにミカズが意識を回復したと知り、やはり仕事を休んで見舞いに行くべきだったと悔やむ気持ち。
イ　ミカズが命がけでひととしてのつとめを果たしたことを知り、それに比べて教員のつとめを果たしていない自分を責める気持ち。
ウ　意識を回復したミカズが、自分が大やけどを負って全治数ヵ月の重傷であると知ったときのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),衝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げき),撃)を思って、深く同情する気持ち。
エ　ニュース番組を見たときからずっと心配でならなかったので、ミカズの意識が回復したと知って不安と緊張が一気にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆる),緩)む気持ち。
オ　会えないまま過ごした三年半の間に高まり続けてきたミカズへの思いが、非常事態に際してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おさ),抑)えようもなく込み上げる気持ち。
問五　　　線④「わたしの話を、途中でさえぎらないで、最後まで聞いてください」とありますが、佐藤さんがこのように言ったのはなぜですか。十五字以上二十五字以内で説明せよ。
問六　　　線⑤「そのとき」とありますが、どういうときですか。十五字以上二十五字以内で説明せよ。
問七　この小説の作者佐川光晴の作品は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),三)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しま),島)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆ),由)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),紀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),夫)賞やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あくた),芥)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がわ),川)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅう),龍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(の),之)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すけ),介)賞の候補になったことがあります。三島由紀夫についての説明として最も適切なものを次から一つ選び、記号で答えよ。
ア　戦後の日本の文学界を代表する作家で、主な小説作品には「仮面の告白」や「潮騒」「金閣寺」などがある。
イ　主に大正時代にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かつやく),活躍)した作家で、短編小説が多く知られ、代表作には「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ら),羅)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),生)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もん),門)」や「鼻」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いもがゆ),芋粥)」などがある。
ウ　明治末期から大正初期にかけて活躍した作家で、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わがはい),吾輩)は猫である」「坊っちゃん」「こころ」などで知られている。
エ　陸軍の軍医として働いたあと、作家として明治・大正期に活躍し、「舞姫」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たか),高)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せ),瀬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶね),舟)」などの作品を残している。
オ　第二次世界大戦前から戦後にかけて次々と作品を発表した作家で、代表作には「人間失格」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃよう),斜陽)」などがある。
三　次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。

　＊１機械学習においては、機械は限られた数のデータをお手本にし、その中にある規則性や法則性を見いだそうとします。そうすることで、お手本の中にない入力に対してもできるだけ正解を出せるような＊２関数を求めるわけです。ただし、このときに機械がデータの中のどのような側面に目をつけているかは明確ではなく、私たちが認識していないような意外な法則性を利用している可能性があります。もちろん、それがＡＩに求められている仕事にとって本質的な法則性であれば何の問題もありません。しかし、もしそうでない場合は、たとえＡＩがうまく動いているように見えたとしても、それは「目のつけどころは間違っているが、その間違いがまだEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろ),露)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てい),呈)していないだけ」ということになります。

このような意味で、機械学習を利用して開発されるＡＩは、どのように動作するかを完全に予測することができません。つまり、①ありとあらゆる入力に対して、つねに１００％正しく動くと保証することができないのです。このことは、ＡＩ全般の品質保証の問題につながります。たとえ商品として出荷する前のテストでは十分な精度が出ていたとしても、お客さんの手元でお客さんが与える入力に対して同じような精度が出るとは限りません。機械学習で開発されたＡＩが社会一般にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんとう),浸透)するには、このような事実が広く認識される必要があるでしょう。

ＡＩについてよく尋ねられる質問に、「ＡＩには○○ができますか？」というものがあります。「ＡＩは言葉を理解できますか？」「ＡＩは感情を持つことができますか？」「ＡＩには人間のような思考ができますか？」「ＡＩにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てつがく),哲学)はできますか？」……などなど、挙げていけばきりがありません。しかし、こういったことについて考える前に、まずはっきりさせておかなくてはならないことがあります。それは、「その○○は、どんな仕事として定義できるのか？」ということです。

すでに見てきたように、ＡＩの中身は「数（の並び）を入力したら、数（の並び）を出力する関数」です。　Ａ　、ＡＩを開発するときには、先に「何を入力として、何を出力するか」、また「入力と出力をどんな数の並びとして表すか」を決めなくてはなりません。つまり、「ＡＩにさせる課題（タスク）を定義しなくてはならない」ということです。＊３深層学習はとても強力な方法なので、入力と出力をきちんと定義することができ、学習に使える良質のデータが大量にそろえば、さまざまな課題を高い精度で行える可能性があります。しかし、ただ「こんなことができるようになってほしいなあ」と思うだけではＡＩは作れません。　Ｂ　「言葉を理解できるＡＩ」「感情を持つＡＩ」のようなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばくぜん),漠然)としたイメージを、漠然としたまま実現することはできないわけです。

今すでに世間では「人の言葉が分かるＡＩ」とか「人の心が分かるＡＩ」などといったことをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うた),謳)っているシステムもありますが、②それらの実体は「雑談をするＡＩ」だったり、「質問文を入力として受け付け、答えとなる単語を出力するＡＩ」だったり、「文章を入力として、『喜び』『怒り』『悲しみ』などといった感情の種類を出力するＡＩ」であったりします。漠然とした宣伝文句にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おど),踊)らされないようにするためには、「そのＡＩがする具体的な仕事は、いったいどのように　Ｃ　されているのか」を見極める必要があるでしょう。

また注意しなくてはならないのは、たとえ人間にとっては似たような仕事であっても、ＡＩにさせる場合は「まったくの別もの」である可能性があるということです。人間の場合は、難しい文章を外国語にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほんやく),翻訳)できる人が、文章の要約や日常会話、ましてや言葉の聞き取りもできることなどはほぼ当たり前で、不思議でも何でもありません。よって、機械に対しても、「こんなに高度な翻訳ができるんだから、文章の要約ぐらい簡単だろう」とか、「言葉の聞き取りが人間並みにできるんだったら、当然日常会話はできるだろう」と思いがちです。しかし機械にとっては原則として、翻訳と要約、対話、音声の認識はどれも異なる仕事です。先に述べたように、ＢＥＲＴやＧＰＴ-３といった言語モデルを「何でもできるＡＩ」と見なすのにも無理があります。

また、「機械学習によって作られたＡＩは、人間がすべてプログラムして作ったＡＩよりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうずう),融通)が利くはず」という意見を見たこともありますが、機械学習の「融通」は、あくまで「機械学習がうまくいっている場合は、本来の使われ方（＝それが本来するべき仕事）のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はん),範)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),囲)内で、開発時に使われるデータには存在しないデータに対しても、高い確率で正解を出せる」ということです。これは、必ずしも「本来想定していない使われ方をされても大丈夫」ということを意味しません。こういった点にも注意が必要です。

ここまでお話ししてきたように、機械学習を使ってＡＩを開発するときになされることは、私たち人間が行う知的な仕事を「何が入力で、何が出力か」という観点から定義し直し、③機械がそれを上手にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まね),真似)するための「関数」を求めることです。そこには、私たち人間がそういった仕事をどのように行っているかという視点は必ずしも入っていません。よって、ＡＩによるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きん),近)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),似)がいくらうまくいっていたとしても、ＡＩが人間と同じようにその仕事を行っているという保証はありません。

また、先にお話ししたとおり、現在の「言葉を扱うＡＩ」のほとんどは、深層学習を用いて開発された＊４ニューラルネットワークです。つまり、言葉を扱うＡＩの中身はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼうだい),膨大)な＊５パラメータを持つ関数であるわけです。言葉を扱うＡＩの中身がそういった関数であるということは、「今の機械の言葉」についての一つの重要なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しさ),示唆)を持っています。それは、「④ＡＩの中身を見ても、なぜＡＩが言葉をそのように扱ったのかがよく分からない」ということです。

たとえば、「This is a pen.」という英語の文を入力として受け付けて、「これはペンです。」という日本語文を出力する機械翻訳システムを考えてみましょう。このＡＩにとっては、入力の英語の文も、出力の日本語の文も「数の並び」です。たとえば機械翻訳システムを深層学習で開発する場合、「英語の原文」と「日本語の訳文」のペアを訓練データとして使い、ニューラルネットワークの中のパラメータを調整していきます。調整の結果、そのネットワークが十分な数の英語の文に対して正しい日本語訳を出力できるようになれば、開発は成功したことになります。

しかし、うまく開発できたネットワークを見ても、いったい「This is a pen.」という原文の何がどうなって「これはペンです。」に訳されるのかは分かりません。私たちに見ることができるのは、膨大な数のパラメータを持つEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょだい),巨大)なニューラルネットワーク、つまり非常に複雑な関数です。もちろん、「This is a pen.」に相当する数の並びが、ネットワークの中の各部でどのように計算されるか、またその計算の結果が出力に向かってどのように伝わっていくかは分かります。しかし、そのネットワークが「これはペンです。」に相当する数の並びを出力するまでの過程は、あくまで「数の計算」でしかなく、原文のどの部分が訳文のどの部分にどのように反映されているのかを直接見ることはできません。つまり、私たち人間に理解できる形で「ＡＩの振る舞い」を捉えることはきわめて難しいのです。

こういった、「ＡＩがなぜそのような振る舞いをしたのかが理解できない」という問題は、ＡＩの「＊６ブラックボックス問題」と呼ばれています。これは、言葉を扱うＡＩに限らず、深層学習を利用して開発したＡＩに共通して見られる問題です。⑤「分からなくたって、うまく動くなら問題ないじゃないか」と思う人もいるかもしれませんが、先にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),指)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てき),摘)したように、今のＡＩは私たちが想定していないような間違いをします。たとえばEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ピョン),平)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チャン),昌)オリンピックの際には、ノルウェー選手団の料理人が機械翻訳を使って卵を１５００個注文したところ、訳文ではなぜか１EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けた),桁)増えて「１５０００個」となっており、注文の十倍の卵が届いて困ったという話もありました。

中身がよく分からないということは、ＡＩが間違いを起こした場合に原因をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),突)き止めることが難しく、改善点を見つけるのも難しいということを意味します。こういったことは、人々の健康や安全、経済的・社会的な利益に関わるような部分に技術を応用するときに大きなハードルになります。

このような問題を受け、近年では、ＡＩの振る舞いを人間に理解可能な形で説明する技術に関心が高まっています。アメリカの国防高等研究計画局（ＤＡＲＰＡ）では、「説明可能ＡＩ（Explainable AI;XAI）」の開発が推進されています。ただし、一部の研究者からは、そういった技術が本当にブラックボックス問題を解決できるのかを疑問視する声も上がっています。
（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわ),川)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぞえ),添)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あい),愛)「ヒトの言葉　機械の言葉」による）
〔注〕＊１　機械学習……機械が経験から学習できるようにする技術や手法。
＊２　関数……入力されたものに応じて決められた処理を行い、その結果を出力する計算式。
＊３　深層学習……機械学習で、機械自身がデータの特徴をとらえ、より正確で効率的な判断を行えるようにする技術や手法。
＊４　ニューラルネットワーク……人間の脳神経をもとに情報を処理する回路。
＊５　パラメータ……指示の内容。
＊６　ブラックボックス……処理の過程が不明な物事。
問一　　Ａ　・　Ｂ　に当てはまる最も適切な語を次からそれぞれ一つずつ選び、記号で答えよ。ただし同じものは二度使えません。
ア　なぜなら　　　イ　よって　　　ウ　つまり　　　エ　しかるに　　　オ　もしくは　　　カ　ところで
問二　　Ｃ　に当てはまる最も適切な語を本文中から漢字二字でさがし、抜き出して書け。
問三　　　線①「ありとあらゆる入力に対して、つねに１００％正しく動くと保証することができない」とありますが、これはどういうことですか。その説明として最も適切なものを次から一つ選び、記号で答えよ。
ア　ＡＩは限られた数のデータしか手本にできていないために、１００％正しく動くほどの情報を得られたとは言えないということ。
イ　機械学習ではデータから規則性や法則性を見いだすことは難しく、不十分な能力をもったＡＩしか生み出せないということ。
ウ　ＡＩが学習の段階で見いだす法則性は人間にはわからず、適切でないものを法則として身につけているかもしれないということ。
エ　機械学習では本質的な規則性や法則性しかＡＩに教えることがないため、手本通りでない入力には対応できないということ。
オ　ＡＩが身につけた法則性は仕事にとって本質的なものではないため、かなりの間違いを含んでいる可能性があるということ。
問四　　　線②「それらの実体は『雑談をするＡＩ』だったり、『質問文を入力として受け付け、答えとなる単語を出力するＡＩ』だったり、『文章を入力として、『喜び』『怒り』『悲しみ』などといった感情の種類を出力するＡＩ』であったりします」とありますが、これはどういうことですか。その説明として最も適切なものを次から一つ選び、記号で答えよ。
ア　雑談をしたり、質問に対する答えを出力したり、感情を出力したりできる、現代におけるきわめて高度なＡＩだということ。
イ　雑談をするＡＩは雑談だけ、質問に答えるＡＩは質問に答えるだけのように、単一の機能しか持たないＡＩだということ。
ウ　漠然とした宣伝文句であり、実際には雑談も質問に対する回答も感情の出力もできない低機能なＡＩでしかないということ。
エ　雑談や質問への回答や入力に応じた感情の出力ができるが、別に人の言葉や心が分かるＡＩというわけではないということ。
オ　漠然とした宣伝文句に踊らされて高価な買い物をしてしまう人があとをたたない、悪質なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さぎ),詐欺)まがいのＡＩだということ。
問五　　　線③「機械がそれを上手に真似するための『関数』」とありますが、筆者は機械の動作をなぜ「真似」と表現しているのですか。三十字以上四十字以内で説明せよ。
問六　　　線④「ＡＩの中身を見ても、なぜＡＩが言葉をそのように扱ったのかがよく分からない」とありますが、これはどういうことですか。その説明として最も適切なものを次から一つ選び、記号で答えよ。
ア　ＡＩは学習して自ら身につけた新しく優れた法則に基づいて言葉を扱うので、人間には考え方を知ることができないということ。
イ　深層学習がうまく行けば行くほど、ＡＩは人間をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),超)えた存在に成長していくので、もはや人間にはついていけないということ。
ウ　ニューラルネットワークで進化したＡＩは互いに独自の言語を用いて通信し合い、それは人間には分からない言語だということ。
エ　ＡＩの中身は膨大なパラメータを持つ関数であり、人間が見たところで、とても処理できる量ではなくなっているということ。
オ　ＡＩの中身を見て出力までの過程を確認しても、人間にとっては数の計算でしかなく、具体的な方法は理解できないということ。
問七　　　線⑤「『分からなくたって、うまく動くなら問題ないじゃないか』と思う人もいるかもしれません」とありますが、筆者は、こうした考え方の問題点としてどういうことを挙げていますか。三十字以内で説明せよ。
問八　本文の内容に当てはまるものを次から一つ選び、記号で答えよ。

ア　ＡＩの動作が正確かどうかはＡＩ全般の品質保証の問題につながるものなので、たとえ商品として出荷する前のテストでは十分な精度が出ていたとしても、１００％正しく動く保証がなければEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんばい),販売)すべきではない。
イ　ＡＩについて筆者がよく尋ねられる質問に「ＡＩには○○ができますか？」というものがあるが、それをまとめると、「ＡＩは人間以上に進化した存在と言えますか？」ということになり、ＡＩへの期待が読み取れる。
ウ　深層学習はとても強力な方法なので、ある意味では危険をともなっていると考えられ、入力と出力をきちんと定義することができて学習に使える良質のデータが大量にそろわない限り、できるだけ行わない方がよい。
エ　機械学習で作られたＡＩは人間がすべてプログラムしたＡＩより融通が利くという考え方もあるが、想定していない使い方ができるという意味で融通が利くわけではないので、使い方には気をつけなければならない。
オ　ＡＩの動作を人間に理解可能な形で説明する技術に関心が高まってきていたが、本当にブラックボックス問題を解決できるのかを疑問視する一部の研究者からの反対によって、「説明可能ＡＩ」の開発は遅れている。
四　次の古文を読んで、あとの問いに答えよ。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),賀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),茂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まつり),祭)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てん),殿)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょう),上)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びと),人)が並んで見物していたところ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もとすけ),元輔)は早くその前を通ろうと思って馬を強くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(け),蹴)ったため、馬が暴れて落馬してしまった。
＊１EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きむ),君)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だち),達)あないみじと見る程に、いととく起きぬれば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かぶり),冠)脱げにけり。＊２EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もとどり),髻)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つゆ),露)なし。ただ＊３ほとぎをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かづ),被)きたるやうにてなんありける。

＊４EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うまぞひ),馬添)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(て),手)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まど),惑)ひをして、冠を取りて着せさすれど、後ろざまにかきて、「あな騒がし。しばし待て。①君達に聞こゆべき事あり」とて、殿上人どもＡの車Ｂの前に歩み寄る。日Ｃのさしたるに頭きらきらとして、いみじう見苦し。大路Ｄの者、＊５EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いち),市)をなして笑ひののしる事限りなし。車・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),桟)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じき),敷)の者ども笑ひののしるに、一つＥの車のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),方)ざまに歩み寄りていふやう、「君達、この馬より落ちて冠落としたるをば、＊６をこなりとや思ひ給ふ。②＊７しか思ひ給ふまじ。そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆゑ),故)は、＊８心ばせある人だにも、物につまづき倒るる事は常の事なり。まして馬は心あるものにあらず。この大路はいみじう石高し。馬は＊９口を張りたれば、歩まんと思ふだに歩まれず。と引きかう引き、くるめかせば、倒れんとす。馬をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),悪)しと思ふべきにあらず。＊10EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(から),唐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くら),鞍)はさらなるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あぶみ),鐙)の、かくうべくもあらず。それに、馬はいたくつまづけば落ちぬ。それ悪しからず、また冠の落つる事は、＊11物して結ふものにあらず、髪をよくかき入れたるにとらへらるるものなり。それに＊12EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びん),鬢)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),失)せにたれば、＊13ひたぶるになし。されば落ちん事、冠EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うら),恨)むべきやうなし。また例なきにあらず。何のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おとど),大臣)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だい),大)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じやう),嘗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゑ),会)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ご),御)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),禊)に落つ。何の中納言はその時の行幸に落つ。かくのごとく例も考へやるべからず。しかれば、案内も知り給はぬこのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごろ),比)の若き君達、笑ひ給ふべきにあらず。笑ひ給はばをこなるべし」とて、車ごとに手を折りつつ数へて言ひ聞かす。
かくのごとく言ひ果てて、「冠持てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),来)」というてなん取りて③さし入れける。その時に、どよみて笑ひののしる事限りなし。冠せさすとて、馬添のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いは),曰)く、落ち給ふEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すなは),則)ち冠をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たてまつ),奉)らで、＊14などかくよしなし事はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おほ),仰)せらるるぞ」④と問ひければ、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しれごと),痴事)な言ひそ。かく道理をいひ聞かせたらばこそ、この君達はのちのちにも笑はざらめ、さらずは、口さがなき君達は長く笑ひなんものをや」とぞいひける。人笑はする事EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やく),役)にするなりけり。　　　　　　　
（『宇治拾遺物語』による）
〔注〕＊１　君達……身分の高い人。
＊２　髻……頭頂部のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かみ),髪)の毛。
＊３　ほとぎ……素焼きのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かめ),瓶)。
＊４　馬添……馬の口につけたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なわ),縄)を引いて歩く役目の者。
＊５　市をなして……大勢集まって。
＊６　をこ……おろか。
＊７　しか思ひ給ふまじ……それは間違いである。
＊８　心ばせある人……EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(し),思)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(りょ),慮)深い人。
＊９　口を張りたれば……口を縄で引っ張られているので。
＊10　唐鞍はさらなる鐙の、かくうべくもあらず……EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とう),唐)風の鞍は平べったく、足をのせるはずの鐙には足のかけようがない。
＊11　物して結ふものにあらず……ひもなどで結びつけておくものではなく。
＊12　鬢……頭の両側の髪の毛。
＊13　ひたぶるになし……まったくない。
＊14　など……どうして。
問一　　　線Ａ～Ｅ「の」の意味が他と異なるものを一つ選び、記号で答えよ。
問二　　　線①「君達に聞こゆべき事あり」の現代語訳として最も適切なものを次から一つ選び、記号で答えよ。
ア　君達に申し上げるべきことがある
イ　君達にしか聞こえないことがある
ウ　君達が声を上げるべきことがある
エ　君達が聞かなくて当然のことがある
オ　君達の耳には入らないことがある
問三　　　線②「しか思ひ給ふまじ」とありますが、この言葉には元輔のどのような気持ちがこめられていますか。その説明として最も適切なものを次から一つ選び、記号で答えよ。
ア　どうしてこんな間違いをするのかと不思議がる気持ち。
イ　はたして分かってもらえるだろうかと不安に思う気持ち。
ウ　君達を批判して大丈夫だろうかとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうかい),後悔)する気持ち。
エ　君達の間違いへの怒りから激しく責めたてる気持ち。
オ　間違いをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),指)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てき),摘)して何とか理解してもらおうとする気持ち。
問四　　　線③「さし入れける」の主語を次から一つ選び、記号で答えよ。
ア　君達　　　イ　元輔　　　ウ　馬添　　　エ　大路の者　　　オ　桟敷の者

問五　　　線④「と問ひければ」とありますが、直前の〝」〟の記号で終わるこのせりふのはじめには〝「〟の記号は付いていません。このせりふのはじめはどこからですか。本文中から三字でさがし、抜き出して書け。
問六　本文の内容に当てはまらないものを次から二つ選び、記号で答えよ。

ア　落馬した元輔はすばやく起きあがったが、冠が脱げてしまい、瓶をかぶったような頭が丸見えになっていた。
イ　元輔は君達に、相手を老人だと思って笑っていると、いずれ自分が老人になったときに後悔すると忠告した。
ウ　元輔は君達に、馬がつまずいて倒れることにも冠が落ちることにも理由があり、先例もあることであると話した。
エ　元輔は君達に、今回の事態は馬が悪いのでも元輔自身が悪いのでもなく、通りの不便さが問題なのだと主張した。
オ　元輔は馬添に、道理を言い聞かせなければ口さがない君達はいつまでも人を物笑いの種にするだろうと話した。
五　次の各問いに答えよ。
問一　「ある程度の予定が決まれば、その日時までにどういった準備をするかも決まってくる」の「どう」の品詞名を漢字で書け。
問二　次の――線の動詞の活用の種類をあとからそれぞれ一つずつ選び、記号で答えなさい。またそれぞれの活用形も漢字で書け。
　　⑴　母はいつまでも私のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あやま),過)ちをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しか),叱)ろうとはしなかった。
　　⑵　何となくさびしくて、誰かといっしょにいたかった。
ア　五段活用　　　イ　上一段活用　　　ウ　下一段活用　　　エ　カ行変格活用　　　オ　サ行変格活用
問三　次の――線の「不意に」はどの言葉にかかりますか。その言葉を一文節で抜き出して書け。
問四　次の――線の「ない」と文法的な働きが同じものをあとから一つ選び、記号で答えよ。

ア　今までに読んだことがないほどおもしろい本だ。

イ　もう一度試してみても結果に大差はないだろう。

ウ　空気EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていこう),抵抗)の影響は軽視できるほどは小さくない。

エ　あまりに難しい内容で意味がよくわからない。
オ　そんなことをするのはあぶないからやめなさい。
問五　次の一文中に自立語はいくつありますか。漢数字（一、二、……）で答えよ。

〔注　意〕


※　解答はすべて解答用紙に記入すること。


※　特にことわった場合をのぞいて、解答の字数指定では「、」や「。」その他記号も一字に数えます。





いつのことだっただろうか、不意に真冬の晴れ渡った空を、勤務していた会社の通用口のドアに手をかけようとしたときに思い出したことがあった。








こんなにうまくいくなんて、自分でも全く信じられないくらいです。





来年になったら他県に引っ越すことがすでに決まっていた。
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